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はじめに 
 

 私たちが暮らす岐阜県は、日本のほぼ中央に位置しており、北部の標高３,０００メ

ートルを超える飛騨山脈から、南部の木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）が流れる

濃尾平野まで、起伏に富んだ地形をしており、古くから「飛山濃水」の地と呼ばれて

きました。標高差が大きいため、気候も地域によって大きな差があります。 

こうした地形や気候の多様性によって、多くの動物や植物が育まれ、多彩で豊かな

自然環境が形成されています。私たちはこうした豊かな自然の恩恵を受け、本県なら

ではの農林漁業をはじめとする産業や文化を育んできました。 

 本県では、平成１８年５月に開催された「全国植樹祭」や、平成２２年６月に開催

された「全国豊かな海づくり大会～ぎふ長良川大会～」を通じて、県土の８０％を占

める森林を保全することや森林が育む清流を森・川・海が一体となって保全すること

の大切さを、本県の取組を紹介しながら、全国に向けて発信して参りました。そして、

「清流」を本県のアイデンティティとし、県民総参加による緑豊かな「清流の国ぎふ」

づくりを推進しています。 

一方、平成４年には、生物全般の保全に関する包括的な国際枠組みとして、「生物

の多様性に関する条約」が採択されました。また、国内では、平成２０年６月に「生

物多様性基本法」が公布され、生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本原

則などが定められました。さらに、平成２２年１０月には、名古屋市で「生物多様性

条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）」が開催されるなど、生物多様性の保全に関

する機運が国内外で高まっています。 

 このような背景のもと、生物多様性基本法に基づく生物多様性の保全と持続可能な

利用に関する地域戦略として、本戦略を策定しました。本戦略の中では、「森・川・

海のつながりを守る」「いのちを活かし、暮らしにつなぐ」「ともに考え続ける」の

３つの視点で、１０年後の目指すべき姿と関連する施策を定め、清流の国ぎふづくり

を推進する上で大切な科学的視点とともに行政や県民一人ひとりの行動規範を提起し

ています。また、特に３番目の視点が示すように、岐阜県民にとって「好ましい自然」

とは何かを、いつも、みんなで考え続けることが重要であるとの思いから、本戦略の

タイトルを「岐阜県の生物多様性を考える」としました。県民総参加による清流の国

ぎふづくりの実現には、行政はもとより、県民、団体、事業者の皆さんの積極的な参

加と協力が欠かせません。本戦略の趣旨をご理解いただき、一層のご支援とご協力を

お願いする次第です。 

 最後に、本戦略の策定に当たっては、「岐阜から生物多様性を考える研究会」や「岐

阜県生物多様性地域戦略策定検討委員会」でご検討いただいたほか、生物多様性に関

するアンケートや意見聴取に際して、多くの県民、団体、事業者の方から貴重なご意

見を賜りました。この場をお借りして、ご協力いただいた多くの方に深く感謝を申し

上げます。 

  

  平成２３年７月 

 

                       岐阜県知事 古 田  肇 
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